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令和３年度 旭市一般会計 ９月補正予算（第５号） 

 

１．予算規模                                     

   一般会計の補正予算は、１２億５,５００万円の増額で、９月補正後の予算規模は、 

３１４億３,７００万円となりました。 

令和２年度の同時期の予算額と比較すると１５３億４,７００万円（３２.８％）の減

となっています。 

                                   （単位：千円） 

区   分 令 和 ３ 年 度 令 和 ２ 年 度 増 減 率 

現 計 予 算 ３０,１８２,０００ ４５,８８１,０００ ▲３４.２％ 

９ 月 補 正 １,２５５,０００ ９０３,０００ ３９.０％ 

補 正 後 予 算 ３１,４３７,０００ ４６,７８４,０００ ▲３２.８％ 

 

２．歳 出                                     

① 議会費              3,102 千円 

○議員報酬                                                 3,102千円 

  ７月１８日執行の市議会議員補欠選挙により、増員した４人分の議員報酬の増。 

 

② 総務費          1,017,487 千円 

○市議会議員選挙費                          6,517千円 

  ７月１８日執行の市議会議員補欠選挙に伴う選挙費用の増。 

○市議会議員選挙公営費                        7,179千円 

  ７月１８日執行の市議会議員補欠選挙に伴う選挙公営費の増。 

○広域情報ネットワーク運用事業                    3,791千円 

  電柱の施設移転に伴い、共架している広域情報ネットワーク伝送路を移設する 

ために要する費用。 

○減債基金積立金                         1,000,000千円 

  令和２年度決算剰余金の１/２の積立。 

 

③ 農林水産業費        80,261 千円 

○（新）農水産業経営支援給付金給付事業 [市独自の緊急経済対策]  80,261千円 

  新型コロナウイルス感染症の拡大により、深刻な影響を受けている農水産業者を 

支援するため、売り上げが 20％以上減少した事業者に対して 10 万円の支援金を給付

する、農水産業経営支援給付金の支給に要する費用。 
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④ 商工費           151,011 千円 

○（新）中小企業等経営支援給付金給付事業 [市独自の緊急経済対策] 151,011千円 

  新型コロナウイルス感染症の拡大により、深刻な影響を受けている市内中小企業者

を支援するため、売り上げが 20％以上減少した事業者に対して 10 万円の支援金を給

付する、中小企業者等経営支援給付金の支給に要する費用。 

 

⑤ 教育費            3,139 千円 

○学校教育事務費 [市独自の緊急経済対策]              3,139千円 

  小中学校の給食費の免除に合わせ、市内在住で市外の小中学校や特別支援学校に 

通う児童生徒に対して給食費相当額を給付する、市外小中学校等在学児童生徒臨時 

給付金の支給に要する費用。 

 

 

３．歳 入                                      

① 分担金及び負担金     △119,948千円 

・学校給食費負担金 [市独自の緊急経済対策]           △ 119,948千円 

  小中学校の給食費免除（６か月分）の実施に伴う負担金の減。 

② 繰越金               1,374,948 千円                           

・前年度繰越金                                            1,374,948千円 


